
古
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弥
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デ
「
ぜ

い
常
的
ｎ

封
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を

半
壌

マ
ン
シ

ョ
ン
復
興
の
阿
比
留
哲
さ
ん

か
な
く
な

っ
た
。

一
階
盛

車
場
の
柱
の
ほ
と
ん
ど
に

亀
裂
が
入

っ
た
。

補
修
工
事
で
は
、

震
度

７
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

一
階
駐
車
場
に
鉄
骨
を
入

れ
る
な
ど
し
た
。

共
有
部

分
に
掛
か
る
費
用
は
約
二

億
六
千

万
円
に
上

っ
た

が
、

地
震
保
険
な
ど
を
活

用
し
順
調
に
進
ん
だ
と
い

う
。

住
民

の
団
結

に
は

「
徹
底
的
に
情
報
を
公
開

し
、

共
有
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
い
う
。

地
震
前
、

住
民
同
士
の

交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

地
震
後
、

管
理
組
合
規
約

に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

形
成
」
と
い
う

一
文
を
加

え
た
。

絵
画
教
室
の
開
催

な
ど
、

顔
を
合
わ
せ
る
機

会
を
持
つ
よ
う
に
し
、

助

け
、

助
け
ら
れ
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
災
書
時
、

行
政
は
当

て
に
で
き
な
い
。

隣
近

所
、

知

っ
た
者
同
士
の
連

携
が
大
事
。

互
い
に
高
齢

化
も
進
む
し
、

日
ご
ろ
か

ら
心
を
結
び
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
」

★
平
成
十
七
年

の
福
岡

県
西
方
沖
地
震
で
、

自
宅

マ
ン
シ

ョ
ン
が
半
壊

。
約

一
年

の
短

期

間

で
耐

震

改
修
を
実
現
し
た

マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
相
談
役
、

町
比
留
哲
さ
ん
（≡
〇
＝
福

岡

市

＝

が

こ

の

ほ

ど

来

高
。

「
住
民
同
士
の
力
で

減

災

を

」

と

呼

び

掛

け

た
。高

知
市
知
寄
町
の

マ
ン

シ

ョ
ン
住
民
で

つ
く
る

自
主
防
災
組
織
が
招
い

た
。阿

比
留
さ
ん
が
住
む
マ

ン
シ
ョ
ン
は
当
時
、

築
七

年
。

十
五
階
建
て
で
百
八

世
章
が
入
唐
。

震
度
６
弱

の
経
れ
に
、

入
浴
中
の
人

は

「
あ
ふ
れ
た
お
湯
が
天

井
か
ら
降

っ
た
」
。

外
壁

は
は
が
れ
落
ち
、

中
下
階

は
玄
関
ド
ア
が
変
形
、

開

「
地
震
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
が
進
ん

だ
」
と
話
す
阿
比
留
さ
ん

（高
知
市
知
寄
町
Ｚ
丁
目
）

が
母

ぶ
ろ


